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2013年9月12日

福井県知事西川一誠殿

人権問題についての懇談会の申

貴職におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

常日頃より部落問題･人権問題に対して鋭意ご努力賜り深く敬意を表する次第でありま

す多くの国民が求めてきた人権侵害救済法(政府案･人権委員会設置法案)は閣議決定を

みながら昨年の政権交代により廃案となり極めて残念で左りません。

貴職におかれましてもこの法案制定にご尽力を頂き感謝を申し上げます。我が国が人権

立国足らしめる為にも最も重要なことは人権侵害救済法制度の確立であります。今後も、
人権侵害救済法の実現に向けて謹進する決意であります。

さて､■の差別発言事件は多くの課題を提起しております｡福井県も､この課題の
解決に向けてご努力をされておりますが、課題の解決は一向に進んでおりません。焦眉の
急を要する課題であります。

：つきましては、これらの問題を、お互いの協力と努力によって早期の解決を目指したい

と存じますので、下記の日程で懇談会の開催を申し入れます。

記
ー

日時 2013年10月17日 （木）午後1時より

場所 福井難害学習ｾﾝﾀｰ[小浜市］

懇談内容は別紙

県連出席者一~ 30名
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之

以上
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2013年度 部落問題解決に向けた福井県への要求事項 (案）

~一

2013年10月17日(9/12現在）
～～

ｰ

部落解放回盟彊主星連全会

‐1‐



①【人権教育･啓発推進法｣には『地方公共団体の責務」が明記されており、県内市町においても人権施策推進に向け計画策定及び
体制整備が義務付けられています。全市町の2012年度の人権施策推進計画に基づく実施具体内容を公表されたい。併せて、現
状をどう評価し、今後どのように指導されるのか、県の考えを明らかにされたい。

（昨年明らかになった同和問題の位置づけのない10市町に対する指導、他県の情報を調べ検討するとの回答があ~った各市町首
長による人権啓発・教育連絡協議会等の設置について）

②県人権センター2012年度の活動内容や相談件数など実績を明らかにされたい。~ ~ ~

①差別発言について福井県はどのように捉え、どのような対応を図っていくのか6問題解決の目処が見える方針を示されたい。I

（背景と問題解消に向けた分析や到達目標を定めた着実な取組みが必要と考える｡）

②福井県友一取組みの経過を明らかにされたい｡(H24年度年間実施報告H25年度年間計画の提出）

§問題解決に向けた､実効性のある総合的.具体的な啓発方針を示せるよう強く指導されたい。

平成21 ． 22 ． 23

て明らかにされたい。
･24年度の不適切事象の件数並びに、労働局など関係機関が行なう違反事業所への指導．啓発の内容につい
(公正採用指導員の活動内容含む）併せて分析結果を公表されたい。

‐2‐

~1 ~ ~｢人権教育。啓発推進法」関係について

21 1における差別事件について

3公正採用問題について



'4: ~身元調査問題について’

差別身元調査につながる戸籍等の不正取得を防止するための「本人通知制度」の実施について県の考え方を明らかにされたい。
また「本人通知制度」実施に向けた、各自治体への指導を徹底されたい。

(昨年の回答にあった法務局との連携、市町担当者との意見交換結果など） ~

県が20年度に実施した人権意識調査は調査方法が杜撰としており、再度実態が見える合理性ある調査を行うべきである。県の考え
方を明らかにされたい。 （昨年の回答にあった県人権施策推進審議会との相談結果は） ｰ~ ， ”…‐ ~ ‐…… ~

なっていますか。

との協議・調整を図り、合意を得たうえで事業を進めるについて）

'7■ pの早期着工について｜~一
~~ ~~ ~~ ~~~

■■■－‐ 改良計画はどうなっていますか。

戸－－～

ﾛ

‐3．

5》;久権意識調査の実施につ:いて~

6 開発事業について



冬季波浪等の波の影響による上記一連の対応と、 根本原因である冬季波浪対策について。~

｡I

Ｐ
Ｇ

＄

4‐

8~1 訂~ 一一』及 去IE弓示そ



部落問題解決に向けた要求事項・回答
平成25年10月17日

要求事項 回 答

､

~

1 「人権教育・啓発推進法」関係に

ついて

(地域福祉課、生涯学習・文化財課）

~

平成21年度までに県内全ての市町において、人権施策推進計画（以降「計画」とす
る｡）が策定され、計画による人権施策が地域の実情を踏まえ実施されている。 ~
昨年に引き続き、 2012年度（平成24年度）の各市町の実施内容「人権教育・啓
発実績報告書」について、別添「提出資料1」のとおり提出する。

同和問題を課題にした啓発活動への取組みについては、 4月23日に開催した人権教
育担当者会議、 5月14日に開催した市町主管課長会議、 8月6日に新たに設置し、開
催した人権教育・啓発連絡会において、それぞれ主管課長、担当者に指導したところで
ある。

~なお、計画の中で同和問題の取組みを項目立て記載しているのが6市町、女性問題、 ~
子ども問題等様々な人権の1つとして同和問題を記載しているのが8市町、一般的な人
権の中に含まれているのが3市町となっている。計画策定後時間が経過していることか
ら全市町に対して、県の人権施策基本方針を参考に計画の見直しを市町主管課長会議お
よび人権教育・啓発連絡会の中で要請するとともに、平成25年9月24日付け通知で
も指導を行っている。

①「人権教育b啓発推進法」には『地

方公共団体の責務』が明記されて

おり、県内市町においても人権施

策推進に向け計画策定及び体制整

備が義務付けられています。全市

町の2012年度の人権施策推進

計画に基づく実施具体内容を公表

されたい。併せて、現状をどう評

価し、今後どのように指導される

のか、県の考えを明らかにされた

い。

（昨年明らかになった同和問題の

位置づけのない10市町に対する
指導、他県の情報を調べ検討する

~との回答があった市町首長による

人権啓発・教育連絡協議会等の設

置について）
b

今後とも、県。県教育委員会では、あらゆる機会を捉え、全
認識の普及・啓発を地域住民に広げていくよう指導していくこ

1



要求事項 回 答

1 「人権教育・啓発推進法｣関係に
ついて

(地域福祉課）

人権センターの活動内容は、人権相談に関する総合窓口として、県民からの人権相談
に応じるとともに、県民、企業等に対する人権教育・啓発を推進することである。 ~
具体的な活動内容ついては､次のとおりである。 ~

②県人権センター2012年度の活

動内容や相談件数など実績を明ら

かにされたい。

I（1）人権相談事業

相談員による一般相談、弁護士による特別相談､嶺南地域への移動相談
・一般相談開館日は、毎日実施

~ ~相談件数 171件
．特別相談毎月第3木曜日 13:00～16:00 ~ ~

~ 相談件数 26件

~移動相談偶数月第2金曜:件■■■■■■13:00~16:00相談件数

奇数月第3金曜§口13:00~16:00~相談件数

・相談等問い合わせ件数 1， 764件
（2）人権意識の普及啓発・研修における講師派遣回数
民間企業等 7社9回（受講者425人）
自治研修所、市町、学校関係 19回（1， 053人）

（3）情報の提供 ~ ~

啓発用備品貸出 62件(DVD130本、書籍13冊パネル1枚）
’

2



’
~

要求事~項 回 答

2唾おける差別事件について (地域福祉課）

■における差別発言問題については､本県において､今なお同和問題に関する
偏見や差別意識が解消されていないことを示している。 このため、県では、同和問題に
対する正しい理解と認識が県民に深まるよう、人権教育・啓発を推進するため様々な事
業を積極的かつ継続的に開催している。

①差別発言について福井県はどのよ

うに捉え、 どのような対応を図っ
ていくのか。問題解決の目処が見
える方針を示されたい。

（背景と問題解消に向けた分析や
到達目標を定めた着実な取組みが
必要と考える｡） 和総鍬鯉灘龍綴蕪鍬謙4噸糞彗灘邑層

けの問題として捉えるのではなく、県全体で考えていかなければならないことについて、
5月14日に開催した「市町人権主管課長会議」において市町の人権主管課長に、 さら
に、本年度8月6日に新設した~｢市町人権教育・啓発連絡会」において担当者に訴えた
ところである。 ~

I

同和問題に対する正しい理解と認識を深めるには、研修事業が極めて重要と考えてお
匙,響雪鰕市駐企業孵者が学講寧るよう､県､市町､福井地芳銅息ゞ議
会社からの呼びかけを行い､■の共催により同市内で｢人権啓発講演と映画の会」
（平成24年9月10日、平成25年9月11日）および「人権教育・啓発講師および
事業所人権啓発責任者研修会」（平成25年3月15日）を開催し啓発指導に努めている。

｜

’

は■差別発言事案も含め県内で発生した差別事案の概要を知ってい
、地域社会に潜む差別意識が解消されるまちづくりをテーマに講演をお

なお、講師に

ただいたうえで

願いしている。
B 少

甦

~

今後も様々な機会をとらえ、市民・
別等の現状と問題点を訴えるとともに
発の推進を図りたい。’

企業関係者に同和問題における差別発言、土地差
、社員教育の推進を要請し、同和問題の教育｡~啓
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要求事項
~

’回 答

~

2■■おける差別事件について (地域福祉課）

②福井県及 取組みの経過
を明らかにされたい。 (H24年
度年間実施報告m25年度年間
計画の提出）

県は､ の共催により同市内で｢人権啓発講演と映画の会」 （平成24年9月
10日、平成25年9月11日）および~｢人権教育。啓発講師および事業所人権啓発責
鯖囎割(跡25霊3．月_1"lを重催匹おり､県や福井地方調息薑男鐺
の呼びかけによｰから多くの市民･企業関係者が受講しており､今年度も引き
続き実施していくこととしている。

無量蕊蝋教愚蕊鰐蒙総諺 職諦薙
11月20日）を開催しているが、引き続き市民・企業の参加も広く求め実施していく。

I

平成24年度年間実施報告、平成25年度年間計画を別添のとおり提出する。
提出資料2－1

「平成24年度福井県人権教育・啓発実績報告書」
「平成25年度福井県人権教育・啓発実施計画書」
提出資料2－2

蹴難■睡騨:喜織鵜
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要求事項 回

2敦賀における差別事件について (地域福祉課）

③敦賀市が問題解決に向けた、実効

性のある総合的・具体的な啓発方
針を示せるよう強く指導された

県では､昨年一交えた部落解放同盟福井県連合会との意見交換会以降､機会
（平成25年2月14日、平成25年4月25日、平成25年5月14日、平成25年

盤鰕鯉鯛:磯右蹴霧7月』‘日~ ，月』』日)を縫え■

垂蓋驚麓 篝
い。

これまでの意見交換会に皇おいて部落解放同盟福井県連合会かおい~L首‘狢解放|司盟福井県連合会からの指摘のあったことに
に理解を求めたことは、

た差別発言事案は、今なお人権や同和問題に関する偏見や差

ついて、 三
●

．ーL元エレノ匡左加元言争条WJ､、今ﾉよお人権や同和問題に関する偏見や差

別意謝癖消されていない現実があることを直視していかなければなち厩i｡
．■存在する差別意識の状況を踏まえ､今後に向けた行動計画を示す。

といったことである。 ~
〆

なお､い､平成22年度から開催してい
： 駕餓壽鰹問題の啓発していく場として充実させていくとと

に共催し、多くの市民・企業関係者への参加機会を提供していきたいとのことである。

(次ページに続く）
~~ ●
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’要~求事項 回 答

~~

~

翻霧無害耀塑鴛蕊蹴鰯驚譲耀懲，
て､差別されて泣き寝入りしてい⑳ための人権行政がなされるよう指導に努めた
い。

■■と部落解放同盟福井県連合会との次回の意見交換会については、 ，，月
12， 14日で調整中）を予定している。

なお、

(11、

ロ

｜ I

｜ ’
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要~求事項 回 答

~

3 公正採用問題について (労働政策課）

平成21 ． 22 ． 23 ． 24年度の

不適切事象の件数並びに、労働局など

関係機関が行なう違反事業所への指

導？啓発の内容について明らかにされ

たい。 （公正採用指導員の活動内容含

む）併せて分析結果を公表されたい。

平成21年度は131件、平成22年度は158件、平成23年度は138件、平成
24年度は106件の不適切事象があった ~

県では、企業向け啓発用リーフレットを作成し、合同企業説明会や人権教育指導者研
修会等において、事業所の人事担当者に配布。公正な採用選考の実施を要請している。
また、 「公正採用選考関係機関連絡会議」に福井労働局の担当職員にも参加いただき、不
適切事象があった企業への指導・啓発を依頼している。

労働局では、関係ハローワークが違反事業所を個別訪問し、公正な採用選考葬行弓韮秀1甥同~C､厩、閑係ハローワークか違反事業ﾉﾂTを個別訪問し、公正な採用選考を行うよ
う指導・啓発しており、特に質問が多い「家族の状況」について重点的に改善指導を行
っている。

福井労働局によると、公正採用選考人権啓発推進員は県内の対象事業所の87． 9％
が選任している。 ~

公正採用選考啓発推進員は、公正な採用選考や労働局およびハローワークとの連携を
主な活動内容にしている。

なお、不適切事象の分析結果については、別紙（9ページ）のとおりとなっている。
『

(次ページへ続く）
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要求事項 回 答

(高校教育課）

24年度から教育委員会主導で公正採用選考問題に取り組んでいる。今年度、教育委
員会は､ ･各ハローワークを通じて、各事業所に公正採用選考啓発リーフレットと教育委
員会が作成した公正採用選考依頼文書を送付し、公正採用選考の周知と依頼を行った
また、これまで同様、採用試験を受けた生徒全員から「公正採用選考に係る受験報告
書」を回収し、集計したものを公正採用関係機関連絡会議に提出する。 これにより不適
切事項を把握していく。 ~

’ 1
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公正採用調査の分析結果
1件数 且事業所数

’ 24年度

「罰吾
23年度

「罰苔
22年 21年度

「罰吾割合
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要求事項
’

’回 答

~

4身元調査問題について (市町振興課）

差別身元調査につながる戸籍等の不
正取得を防止するための「本人通知制
度」の実施について県の考え方を明ら
かにされたい。

また、 「本人通知制度」実施に向け
た、各自治体への指導を徹底されたい。

（昨年の回答にあった法務局との連

携、市町担当者との意見交換結果など）

人権尊重の観点からの住民票の写し等の取扱いの重要性については十分認識してお
り、住民票の写し等の交付制度については、平成20年施行の法改正において、 「何人で
も交付を請求できる」という規定が見直され、交付請求の主体と目的を一定の要件に該
当する場合に限定するとともに、なりすまし等の不当な手段による交付請求が行われて
いることを踏まえ、交付する際の本人確認を厳格化する等、個人情報保護に十分留意し
た新たな制度として再構築されたところである。

まずは、 この改正後の制度が市町において適正に運用されることが必要であると考え
る。

本人通知制度については、住民票の写し等の不正請求を抑止し、不正取得による人権
侵害を防止する上で有効であると考える。

その一方で、市町からは、 この制度の課題として、事務負担の増加やシステム改修等
の費用面の問題のほか、弁護士など第三者の正当な権利行使の妨害につながるおそれが
あるといった意見もいただいている。

このため、本来であれば、国においてこうした課題をクリアにした上で、制度の法制
化など必要な措置を講じるべきと考えるが、現時点では何も措置されていないため、本
人通知制度の実施については各市町の裁量によるものと言わざるを得ない。
県としては､~福井地方法務局戸籍課と協力して、平成25年7月に県内市町に対して
本制度を紹介し、情報提供を行ったところであり、今後とも法務局と連携し、市町に対
して適宜必要な助言を行っていく。 ~

~

一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一斗~

10



ミ

要求事項 回 答

5 人権意識調査の実施について (地域福祉課）
~

~

県が20年度に実施した人権意識調
査は調査方法が杜撰としており、再度
実態が見える合理性ある調査を行うべ

きである。県の考え方を明らかにされ

たい。 （昨年の回答にあった県人権施策
推進審議会との相談結果は） ~

平成20年度に実施した人権意識調査については，平成16
ていた｢県政マーケティング調査｣事業を利用したものであり
出した2000世帯に調査票を郵送する方法で実施している。

この調査方法では、性別や年齢層に偏りが見られ、平成22
帳から市町別、性別、年齢別の人口比率に基づいて調査対象者
抽出に移行している。

県人権施策推進審議会の委員と個別に相談したところ、定期的な調査は必要であるが、
一定の期間を置かないと意識の変化は見られないだろうということだった。~ ~
意識調査時期については、各都道府県に調査したところ長いところで’0年、短いと
ころで5年、平均7年周期の状況となっている。

現在、県のアンケート調査については、政策統計・情報課で全庁的に窓口を一本化し
ており、課独自で意識調査は行うことが難しく、今後要望する予定である。

~~

11
~~ ~

〉



要求~事項 回 答

6■■－|の開発事業について (土木部、嶺南振興局）
ロ

合意を得たうえで事業を進めるにつ
いて）

の■－こついては
ることから、 18年から関零'ら近くー

19年度から事業に着手した。

また、

23年9

いるが、

このよ

きるだけ

了解を得ている。

と計画に関する協議を進めて
ていない状況にある。

ではあるが進展しており、で
いきたい。 ~

ｰ

~

~

いて

交

関
○
○

■
起

(H26調査、 H26申請予定）
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要求事項
回 答

7 と (土木部、嶺南振興局）
早期着工について

~ ~■二
視認性が悪く、また、

通安全上問題があると

の

ため

ど交
の改良計画はどうなっています

か。

国道27号は国土交通省が管理しているため、現在、国との交差点計画協議を進めて
いる。国との協議を終えた後、事業化に向けた手続きを進めていく。
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